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9:00 A1　内藤 大輔(京都大)
マレーシア・サバ州クアムット保存林におけるカーボン
クレジット認証導入と地域住民への影響

岩永 ⻘史
(名古屋大)

9:00 B1　佐藤 勇輔(東京農工大)ほか
川崎市生田緑地における多様な主体による管理の実態 原田 一宏

(名古屋大)

9:30 A2　古賀 瑞(東京大)ほか

国内外の炭素市場の動向を踏まえたJ-クレジット制度森

林経営活動方法論に関するレビュー ―久留米市田主丸

財産区間伐推進プロジェクトを事例に―

9:30 B2　志賀 薫(森林総研)ほか
道の駅における林産物出荷者の特徴

10:00 A3　佐藤 惟生(東京農工大)ほか

Jクレジットの方法論FO-001に基づく森林経営分野にお

ける主伐炭素排出計上に関する研究―炭素負債と一時固

定効果の観点から―

10:00 B3　藍場 将司(琉球大)ほか
奄美群島のコーヒー栽培農家からみた国産コーヒー栽培
の現状と展望

10:45
11:10
12:10 昼食休憩

13:10 T　趣旨説明　立花 敏(京都大)
13:35 T1　吉川 正純（林野庁）

森林・林業基本計画の変更に関わる情勢の整理（仮）

13:55 T2　松本 美香(高知大)
森林との関係性の再構築への期待

13:40 B5　Rodriguez Josue(Miyazaki Univ.)
Assessing the occurrence of remote forestry in Miyazaki
Prefecture

14:15 T3　栗山 浩一(京都大)
森林環境政策におけるデータ分析の重要性と課題

14:10 B6　小池  浩一郎(島根大)
インドにおける近代的林業の創設と変容について

14:35 T4　久保山 裕史(森林総研東北)
国産材供給拡大における課題と対策

14:40 B7　鮫島 弘光(IGES)ほか
ベトナムにおける木質ペレット製造のサプライチェーン

14:55 T5　岡 裕泰(森林総研)
人工林伐採・再造林の地域別動向と森林資源の長期見通
し及び森林政策

15:10 B8　道中 哲也(森林総研)ほか
ベトナム山岳地域における自然災害に対する防災行動の

規定要因―ソンラ省モンゾンコミューンの事例から―
15:15 T6 　佐藤  宣子(九州大)

地域分析なき森林計画制度変更の軌跡―小規模分散森林
所有は日本林業の根本問題なのか?―

15:35 休憩 15:40 休憩

15:45 T7　多田 忠義(農林水産政策研)ほか
自ら伐採する林業経営体の地域分布と地域林業経営にお
ける相補性の検討

15:50 B9　張 碩(筑波大)ほか
静岡県における自伐林家グループの動向と課題

16:05 T8　嶋瀬 拓也(森林総研)ほか
北海道人工林における主伐後の施業のあり方を考える―
収益改善と利用促進のために―

16:20 B10　川﨑 章惠(愛媛大)
大分県における林業一人親方の就業実態と労働安全装備

16:25 T9　堀 靖人(東北農林専門職大)
造林請負事業体をめぐる新たな動き

16:50 B11　山本 美穂(宇都宮大)
「里山林活性化による多面的機能発揮対策交付金」事業

の課題と展望―栃木県の事例より―
16:45 T10　澤田順子（元林政審議会委員）

林政審議会委員体験記―地域の木材業・建築業の立場か
ら―

17:20 B12　平原 俊(東京農工大)
保護地域の管理計画に関する試論―ラムサール条約湿地
を事例として―

17:05 総合討論

17:50 研究発表終了・懇親会会場へ移動 17:50 研究発表終了・懇親会会場へ移動

18:00

林業経済学会2025年秋季大会プログラム

A会場(A7-101) B会場(A7-102)
【1日目】2025年11月29日(土)

B4　竹本 太郎(東京農工大)ほか
朝鮮の森林に関する未刊行文献の発見とその位置づけ―
『古文献に據る朝鮮森林の研究』の予備的分析―

芳賀 和樹

(法政大)

八巻 一成
(森林総研関西)

葉山 アツコ

(久留米大)

立花 敏
(京都大)

13:10

田中　亘
(森林総研)

柴崎 茂光

(東京大)

大田 伊久雄

(琉球大)

懇親会＠生協カフェテリア

多田 忠義

(農林水産政策

研)

山本 信次
(岩手大)

交流センター　ホワイエ
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9:00 A4　奥山 洋一郎(鹿児島大)ほか
林業経営体における山の神祭事

9:00 B13　十川 陽香(筑波大)ほか

武道用木刀の生産・流通構造の追跡調査―2019年から

2025年の変化―

9:30 A5　甲斐 崚太(鹿児島大)
地域における山の神文化の多様性―宮崎県椎葉村を対象
にして―

9:30 B14　齋藤 暖生(東京大)
吉野スギ材を用いた酒造用大桶の原料歩留まり

10:00 A6　中山 良哉(九州大)
現代山村における林業従事者の仕事と暮らし

10:00 B15　岩松 文代(北九州市立大)
「矢竹」の植生地・産地の分布と生産管理の史的考察

10:30 A7　藤野 正也(福島大)ほか
農林業センサスにおける林業作業受託・立木買い経営体
の規模別動向

10:30 B16　木村 憲一郎(富士大)
桐材の最近の供給動向と産地の現状

11:00 A8　藤掛 一郎(宮崎大)ほか
国勢調査抽出詳細集計を用いた林業従事選択の分析

11:00 B17　田中 海渡(東京農大)ほか
古材の価値形成の構造に関する研究―解体・鑑定・加
工・販売における取引形態―

11:30 A9　山本 伸幸(森林総研)
日本の近代化過程における森林技術者像の量的検討

11:30 B18　古俣 寛隆(札幌市立大)ほか
国産キャンターシステムによるツーバイフォー材製造の
採算性評価

12:00
13:00 A10　平野 悠一郎(森林総研)ほか

現場フォレスターが持つ知識に対する認識の日米比較
13:00 B19　宮本 知明(鹿児島大)ほか

都道府県別素材生産量推移の要因分析

13:30 A11　石崎 涼子(森林総研)ほか
現場フォレスターが持つ知識に対する認識の日独比較

13:30 B20　佐藤 大翼(鹿児島大)ほか

主伐移行期における鹿児島県素材生産の展望―鹿児島県

と宮崎県の比較から―
14:00 A12　山元 周吾(合同会社喜代七)

独墺林業における季節労働者の動向と従事者構成の時系
列的変化

14:00 B21　岩永 青史(名古屋大)ほか
木材市場における木材の合法性に関する制度

14:30 A13　尾分 達也(北海道大)ほか
造林作業における地域別の現状把握と機械化に向けた課
題―全国造林事業体の聞き取り調査から―

14:30 B22　岩田 聡(北海道大)ほか
北海道民有林における主伐・再造林の展開過程―森林組
合の聞き取り調査から―

15:00
15:15 A14　富塚 雅之(京都大)ほか

BtoC企業の森林認証に対する認識―環境報告書の分析
を通じて―

長坂 健司

(東京大)

15:15 B23　前川 洋平(道立総合研究機構)ほか
北海道の林業・林産事業体における木質バイオマス発電
事業への対応状況

安藤 範親

(農林中金総研)

15:45 A15　古賀 達也(森林総研)ほか
狩猟行政組織の近代化過程分析―テクノクラートのライ
フコース分析を中心に―

15:45 B24　金 宜萱(京都大)ほか

森林経営管理制度の運用に対する森林組合の貢献―全国

アンケート調査に基づく分析―
16:15 A16　坂野上 なお(京都大)

連合国占領下の京都市におけるゴルフ場建設―合衆国陸

軍第八軍監察部による調査報告書を中心に―

16:15 B25　野々山 祥平(京都大)ほか

森林経営管理制度における意向調査非回答の規定要因―
森林土地属性・所有者属性・空間的特性の分析―

16:45
※2025年秋季大会へのご参加、誠に有り難うございました。目的地までお気をつけてご移動下さい。

寺下 太郎
(愛媛大)

天野 智将

(森林総研北海

道)

【2日目】】2025年11月30日(日)

研究発表終了

休憩

昼食休憩

A会場(A7-101)

三俣 学

(同志社大)

松下 幸司

(京都大)

枚田 邦宏

(鹿児島大)

安村 直樹

(東京大生態水文
学研)

笹田 敬太郎

(森林総研九州)

茂木 もも子

(東京農大)
興梠 克久

(筑波大)

伊藤 勝久

(島根大)

B会場(A7-102)

久保山 裕史

(森林総研東北)

相川 高信

(PwCコンサル
ティング)
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